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高校生薬剤師体験を
行いました

宮崎生協病院では毎年夏に宮崎県

内の高校3年生を対象に医師・看護

師体験を行ってきました。今年から

は県内で医療者を目指す高校3年生

の進路活動を応援しようと薬剤師・

放射線技師・理学療法士を目指す学

生向けに体験企画を行いました。

薬剤師体験には県内から26名の参

加申し込みを受け、7月25日（土）に開催した第1回薬剤師体験は8名の学生が参加しました。

企画では現場の薬剤師より薬剤師の1日の仕事内容が紹介され、病院薬剤師のやりがいや魅

力について語られました。その他薬学部でのキャンパスライフはどのように過ごしていたの

かなど普段はなかなか聞くことが出来ない話を聞くことが出来たのではないでしょうか。

体験では実際の処方せん通りに薬を処方する体験を行いました。普段見ることが出来ない分

包機（お薬を自動で分ける機械）や薬剤師の働く姿を目の当たりにした学生の目はキラキラ輝

いていました。

薬剤師は多くのカンファレンス
（患者さんの治療方針を決
めていく会議）に参加し、時
には医師の処方に提言したり
と、想像している何倍も大変
だし責任重大なんだろうなと
感じた。そこにやりがいがあ
るのかもしれないと感じた。

参加者の感想

薬学生向
け

企画案内
・報告

病院薬剤師はドラマのように救急の現場で活
躍することもあれば、宮崎生協病院のように一
人一人じっくり関わることのできることを知り
病院によって薬剤師の働き方も変わってくるこ
とを知れた。また、専門知識を生かせるという
メリットがあるのは薬剤師の強みでありやりが
いに繋がってくるものだと思いました。

参加者の感想

薬学奨学生募集

〈返済免除の規定
〉

　奨学金の受給
期間（１年未満は

１年に繰り上げ）
と同一期間、宮崎

医

療生協の院所に勤
務した者は、奨学

金の返済義務を免
除する。

〈奨学生制度の目
的〉

　卒業後、宮崎医
療生協に参加す

る意志を持った薬
学

生の皆さんに、勉
学の経済的な援助

を行うため。

支給額

支給期間

月額10万円

奨学生の決定から
卒業まで

〈奨学金制度の概
要〉

宮崎生協病院  薬剤科  大田原  ℡ 0985-24-6877
お気軽にお問

合せください。
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放射線科
9月末に私の相棒であるマンモグラフィ装置が新しくなったので、この場を借りて簡単に

『新・相棒』を紹介させて頂きます。『新・相棒』はレントゲンやCT同様、ほぼリアルタイ

ムに撮影した画像が得られるようになったため検査時間が大幅に短縮されました。ただ

「装置が新しくなった＝圧迫をあまりしなくてもいい（痛みが少ない）」というわけではな

いので、残念ですが受診者の痛みに対する苦痛は変わりません。しかし！『新・相棒』に

は“なごむね”という機能が搭載されており、これを使用すると撮影直前に減圧する（痛み

を和らげる）ことができます。ただこの機能を使用するには120N以上圧迫する必要があ

りますが、撮影中は若干痛みから解放されます（感じ方は個人差があります）。

私が入職して約1年半経ちましたが、この間、一度も乳がん検診を受けたことがない又

は何十年も前に1度受けただけという方が乳がんと診断されるのを何人も見てきまし

た。乳がんは11人に1人がなると言われています。早期発見であれば乳房の大きさをあ

まり変えることなく手術ができる上、5年・10年後の生存率が高いのも特徴です。マンモグラフィ検査は痛みだけでなく

被ばくや羞恥心等の問題もありますが、できるだけ受診者の方にリラックスして検査を受けて頂くべく、検査中はコミュニ

ケーションをとりながら行うように心がけていますので、是非、超音波（エコー）検査と一緒に定期的に受けに来て下さい。

検査中は苦痛かもしれませんが、皆様のこれからの未来（人生）笑顔にするために必要な検査です。『新・相棒』と一緒

にお待ちしております。

宮崎生協病院　放射線科　山口 莉穂

9 てのひら医学生と宮崎民医連の情報誌。 10てのひら 医学生と宮崎民医連の情報誌。


